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発掘謂介彩
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ー（財）大阪府文化財センター実施の発掘調査から一

市域北部の三宅西、天美東、天美北地域では、現在大規模な発掘調査が進行中です。この周辺地域
の歴史景観はあまりよくわかっていませんでしたが、現在行われている調査によって新たな事実が
次々と発見されています。今回はこの発掘調査を実際に現場で指揮されている（財）大阪府文化財セン
ター技師の平田洋司さんと専門調査員の永田由香さんに紹介していただきます。

,.はじめに
調査地は全体で東西1.5kmにも及び、東側が芝宅西
遺跡、西側が池内追跡に含まれています。平成17年3
月より調査を開始した三宅附逍跡では、これまで縄文
時代のl：器や弥生時代の住居・墓、古墳時代の集落跡
など軍要な発見が相次いでいます。少し遅れて始まっ
た池内追跡でも調査開始早々に大きな成果をあげるこ
とができました。あぜ状の高まりや溝によって周11廿を
x両された平安時代中頃(10~11世紀、約1000年前）の
ー敷地跡が発見されたのです。

2.屋敷地とその周辺
屋敷地跡内からは、柱を建てるために掘った穴が密
梨して見つかり、この柱穴の組み合わせから建物が10
棟ほどあったと考えられます。ただし、すべてが同時
に建っていたのではなく何度か建て替えられていたよ
つです。このうち屋敷地内の東側で発見された南北方
向に長い建物とそれと隣あった東西方向に長い建物は
ほかと比べて特別に大きなものです。南北方向に長し
建物は、南北約14m ・ 東西約9m（約130ni)、東西方向
に長い建物は、一部未調査部分があるため東西はllm
以卜としかわかりませんが南北は約9mあります。こ
の2棟は柱のならび方がそろっていることからつなが
っていた可能性もあります。おそらくこの屋敷地内で
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中心的な建物だったのでしょう。 ▲大型の掘立柱建物

▲手前が屋敷地、 屋敷境を経て奥が耕作域
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屋敷地内の西側にも建物がたくさん発見されました。そ
のまわりにはごみ捨て穴や井戸などもあり、炊事場や倉廊、
使用人たちの住居など、大型の建物に付属する建物であっ
たと思われます。
現在の調査では屋敷地の南北境界はわかりませんが、東

西の境界は確認することができました。東西の境界には共
にあぜ状の高まりが築かれていて、東側の境界のものは幅
約1.8m•高さ約0.3mで、さらにその両側に溝が掘られてい
ました。おそらくこのあぜ状の高まりは道としても使われ
ていたと思われます。
東側の境界に掘られた2条の溝のうち内側の溝からは大

は じ さ ..:くしょくど さ

直の土師器、黒色土器などが出土しました。皿や椀など n
常生活で用いる食器類がほとんどを占め、屋敷地内で使わ
れていた食器であったと思われます。ただ、皿や椀には完
全な形のものも多くあり、壊れて使えなくなったから捨て
たものばかりとはいえないようです。
屋敷地外の東側では、耕作の跡と思われる南北方向の溝

u ったてはしらたてしの

がいくつも発見されました。掘立柱建物も数棟見られます
が、屋敷地内のものと比べると小規模で柱穴も小さいこと
から農作業に係わる小屋と考えられます。おそらく屋敷地
外の周囲には水田や畑が広がっていたのでしょう。

じょう り せい

3屋敷地と条里制
しょう り せい

古代の土地利用を考えるうえで重要なものに条里制とい
う制度があります。土地や税を管理しやすくするため、
地を方眼状に区画し、番号をつける制度です。区画された

つtr Lょう り せい

方形の士地は「坪」と呼ばれます。条里制の始まりについて
は諸説があり、また地域によっても異なるともされていま
す。現在の松原市域には方眼状の水田区画が広く見られま

じょう り せい

すが、これはその条里制を受け継いだものと考えられてい
ます。
さて今回発見した屋敷地跡ですが、東側境界がちょうど
禅の一辺を二分する位置にあたりますので、屋敷地の区画

しょう り せい

は条里制とは無縁ではないようです。調査地周辺ではすで
じょうり せし

に平安時代中頃には条里制がなされていたのでしょう。

4.屋敷地に住んでいた人
屋敷地に住んでいたのはいったいどんな人だったのでし

ょう。建物がかなり大きく、広い屋敷地をもっていること
から、一般の人よりも地位の高かったことは間違いないで
しょう。ただ、見つかった多くの品々は日常的な食器類な
どで、役所跡などで見られるようなぷ前（木の札）や品虹

▲井戸（木板を方形に組んだ井筒が見えます）

▲屋敷境の溝とあぜ状の高まり
（写真左が屋敷地、 右が耕作域）

▲土器がたくさん捨てられていた屋敷境の溝

と舟器などの文字資料も現在のところ見つかっていません。そうすると広い耕作地がまわりにあることから考え
て、この屋敷地に住んでいたのは、この地域の水田開発や管理に中心的な役割を果たした有力な農民であった
可能性が高いのではないでしょうか。
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発掘調介レ祁苧

＼心②

あ お

阿保3丁目の共同住宅
建設工事に先立って発
掘調査を行い、古墳時
代前期の集落跡と後期
の水田跡を発見しまし

ほ ったてばしら

た。集落跡には掘立柱
薙筋ゃ井戸があって、
井戸からは当時使用さ
れた穏ゃ薔などがほぽ完全な状態で出土しました。ま
た後期の水田跡では、用水路や排水用の小溝、人や牛

1さ たがや

が歩いた足跡、鋤で耕したあとなどが発見されました。
今回の調査では、この地域が、古墳時代に集落から水
田へと変わるようすを確認することができました。

布史編さんレポ→卜①
ふすま こ もん じょ

したはり もんじょ
- - -- -..f' 

一下張り文書の調査一

砥は、籐手のような裕手荻の木のiんの日こ何層も紙が張り
iHねられて作られています。表面のきれいな柑簸以外の旱並
りに使用する紙は、江戸時代や明治時代などでは、いらなくな

ちょうめん

った帳面や手紙などがよく利用されていました。こういった
こ bんしょ

嶺の予張りとして発見される古文書は当時の人々がH常的に
こうふん

使用していていらなくなったものばかりなので、政治的な公文
しょみん

事などとはちがい、より一層庶民の生活に密着した記事が読み
しtみん

取られることが多く、庶民の歴史を解明するうえで大変貴重な
ちょめい

資料となります。またまれに著名な人物のことを記した文害が
含まれていて歴史的大発見となることもあります。

した l'l Lんじょ

現在調査中の下張り文書は、江戸時代の手紙をはじめ商売の
しゅI)ょうしょ f.'いさんかさあIr

受領書や代金嘗上などが含まれているようです。
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市史編さんレポ→卜②
まさ い でん

こ
きざ かいどく

一刻まれた文字の解読・岡3丁目所在一

iさいてん ろうさ●うか とうかし、

江戸時代から正井殿を守ってきたこま犬が老朽化して倒壊のお
それがでてきたため、地域の方々によって新しいものと取り替え
られました。せめて記録だけでも残しておきたいという地域の

t_ < 

方々の依頼がありましたので、こま犬の台石に刻まれた文字の拓
I』ん

本を採取し、地域で保存していただくことになりました。

」 l A 

この刻まれた文字により、このこま）ミは文化13年 (1816) 8月に、岡と立部の氏チにより当社に寄進され
J,-』エ⇒ ．令ん I..う ：：か 92 t なかげ、， Lんクく

たものであることがわかりました。また「人坂源ll•：寺坂の下の濱」というところに住んでいた「御影屋新六」と
』うおさカ・ J3』3さか Ifんいう しさか ｛”人しり しさか

いう石工によって製作されたこともわかりました。なお「大坂」は「大阪」、「源正寺坂」は「源型寺坂」のことで、
しr) r』 よ

現在も大阪市天干寺区下寺町にあって大阪七坂に数えられる情緒ある坂辺です。

平成17年7月5·6日に第三中
学校生徒が、11月 10 • 11日に第
四中学校生徒が、それぞれ職業
体験にやってきました。発掘調
査で出土した土器の水洗いや発

掘調蛮現場で土を掘ったり測量をしたりする仕事を体験
してもらいました。汗や泥にまみれての仕事でしたが、
彼らにとっては貴重な経験になったことでしょう。
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◎松原市内の文化財についてお知りになりたい方へ◎

【ホームページ】

http ://www.city.matsubara.osaka.jp/ky-syakaii/bunkazai/toppage/sisi-index.html 

【文化財の展示】

ふるさとぴあプラザ1 F ・ 郷土資料館
（財団法人松原市文化情報振興事業団）大阪府松原市上田7丁目11番19号 電話 072-336-6800

（本庁5 F ・ 総務部人権文化室） 大阪府松原市阿保1丁目1番1号 電話 072-334-1550（代）

【発掘届出・遺跡範囲確認・建築確認申請時の合議などの受付窓口】
松原市役所 5 F ・ 教育委員会地域教育振興課

大阪府松原市阿保1丁目1番1号 電話072-334-1550（代） FA.X 072-332-7720 

【文化財に関する各種相談・手続き・調査、 図書の販売、 その他】

教育委員会地域教育振興課市史文化財係阿保事務所

大阪府松原市阿保5丁目21番 8 号 電話072-336-4448
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編集•発行：原市教育五五心百国興口盃ふ元
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五五�｀6-6ー：

印刷・製本：株式会社高速オフセット

FAX 072-336-4001 
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